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水
窪
ダ
ム
地
点
の
気
象
及
び
水

利
状
況
は
、
例
年
よ
り
多
い
積
雪

量
と
な
っ
た
今
冬
、
二
月
下
旬
か

ら
気
温
が
平
年
よ
り
高
く
融
雪
が

始
ま
り
、
間
接
流
域
の
大
小
屋
頭

首
工
及
び
羽
黒
川
頭
首
工
か
ら
計

画
的
に
取
水
を
行
い
、
五
月
五
日

に
水
窪
ダ
ム
を
満
水
と
し
た
。
用

水
調
整
は
、
利
水
調
整
規
程
に
基

づ
き
、
五
月
六
日
か
ら
農
業
用
水

の
配
水
を
開
始
し
て
い
る
。
用
水

開
始
後
は
、
梅
雨
時
期
の
六
月
、

七
月
と
降
雨
量
が
平
年
よ
り
少
な

く
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
減
少
し
、

ダ
ム
の
貯
水
量
は
平
年
を
下
回
る

厳
し
い
状
況
と
な
り
七
月
十
三
日

か
ら
七
月
二
十
五
日
ま
で
節
水
対

策
を
講
じ
た
。
そ
の
後
、
七
月
下

旬
か
ら
の
降
雨
に
よ
り
ダ
ム
の
貯

水
量
が
回
復
し
、
出
穂
期
の
用
水

及
び
か
ん
が
い
期
終
了
の
九
月
十

日
ま
で
安
定
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
施
設
管
理
の
状
況
は
、
四
月
、

五
月
と
西
幹
線
用
水
路
で
二
件
の

漏
水
事
故
が
発
生
し
、
土
地
改
良

施
設
突
発
事
故
復
旧
事
業（
補
助
）

に
よ
り
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
。

翌
年
一
月
に
は
東
幹
線
用
水
路
で

東
北
電
力
の
建
柱
作
業
に
よ
る
管

水
路
の
破
損
事
故
が
発
生
し
、
原

第
一
　
地
区
及
び

組
合
員
の
状
況

　
地
　
積
　
八
、
九
〇
〇
・
〇
㏊

　
組
合
員
　
　
　
五
、
六
一
九
人

第
二
　
事
業
の
状
況

一
　
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
状
況

　
本
区
の
主
要
業
務
で
あ
る
施
設

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
計
画
書
に
基
づ
き
関
係
法
規
、

定
款
、
諸
規
程
を
遵
守
し
、
機
能

維
持
と
適
切
な
保
全
管
理
を
行
い
、

直
接
管
理
し
て
い
る
基
幹
水
利
施

設
は
、
施
設
の
保
守
点
検
・
整
備

補
修
の
実
施
、
支
線
水
利
施
設
は
、

維
持
管
理
組
合
へ
管
理
を
委
託
し

て
お
り
良
好
に
管
理
が
な
さ
れ
て

い
る
。
施
設
の
管
理
事
業
は
、
県

営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
の
対

象
施
設
で
あ
る
水
窪
ダ
ム
、
鬼
面

川
頭
首
工
、
淞
郷
堰
揚

水
機
場
と
そ
れ
に
関
連

す
る
附
帯
施
設
の
操
作

点
検
業
務
を
県
か
ら
受

託
し
、
新
た
に
創
設
さ

れ
た
水
利
施
設
管
理
強

化
事
業
を
有
効
に
活
用

し
て
管
理
及
び
整
備
の

強
化
を
図
っ
た
。

因
者
と
復
旧
方
法
等
に
つ
い
て
協

議
し
原
因
者
に
よ
る
仮
復
旧
工
事

が
行
わ
れ
た
。
本
復
旧
に
つ
い
て

は
、
令
和
四
年
度
の
非
か
ん
が
い

期
以
降
に
実
施
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
三
月
十
六
日
に
発
生
し
た
福

島
県
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
共

同
施
設
の
西
幹
線
用
水
路
で
漏
水

事
故
が
発
生
し
、
国
、
県
、
県
企

業
局
で
復
旧
方
法
等
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
、
現
在
は
調
査
が
終
了

し
復
旧
に
向
け
準
備
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
良
好
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
水
窪
ダ
ム
発
電
所
及
び
竹
森
発

電
所
は
、
節
水
対
策
や
漏
水
事
故

の
影
響
は
あ
っ
た
が
故
障
等
の
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調
に
発
電
が
な

さ
れ
、
維
持
管
理
経
費
の
軽
減
に

寄
与
し
て
い
る
。

二
　
土
地
改
良
事
業
の
施
行
状
況

⑴
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

・
管
理
費

　
　

八
一
、
七
三
九
、
七
三
八
円

⑵
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備

促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）

・
高
度
化
経
費

　
　
　

二
、
一
八
二
、
二
二
〇
円

⑶
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業

・
維
持
管
理
費

　
　

七
六
、
六
七
九
、
九
五
二
円

⑷
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正

議長　市川幹郎総代議長　市川幹郎総代

　令和４年９月９日㈮米沢市金池のグランドホクヨウに於いて、多数のご来　令和４年９月９日㈮米沢市金池のグランドホクヨウに於いて、多数のご来
賓の方々にご臨席を賜り、令和４年度第１回臨時総代会が開催されました。賓の方々にご臨席を賜り、令和４年度第１回臨時総代会が開催されました。
　当日は佐貝理事長挨拶、参議院議員 宮崎雅夫様をはじめ関係機関の方々　当日は佐貝理事長挨拶、参議院議員 宮崎雅夫様をはじめ関係機関の方々
よりご祝辞を賜った後、令和３年度事業報告及び令和４年度補正予算等が上よりご祝辞を賜った後、令和３年度事業報告及び令和４年度補正予算等が上
程され、慎重審議の結果、全議案原案どおり可決されました。程され、慎重審議の結果、全議案原案どおり可決されました。

令和４年度　令和４年度　第１回臨時総代会開催第１回臨時総代会開催

令
和
三
年
度
事
業
報
告
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化
事
業

・
矢
野
目
排
水
路（
四
）整
備
補
修

工
事

　
　
（
排
水
路
の
整
備
補
修
）

・
関
根
排
水
路
整
備
補
修
工
事

　
　
（
排
水
路
の
整
備
補
修
）

・
上
平
柳
用
水
路
整
備
補
修
工
事

　
　
（
目
地
補
修
及
び
ゲ
ー
ト
更
新
）

・
本
堰
第
二
揚
水
機
場
整
備
補
修

工
事

　
　
（
ポ
ン
プ
整
備
及
び
吐
出
水
路
補
修
）

⑸
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業（
国

事
業
名
：
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
）

・
第
一
工
区
工
事

　
　
（
窪
田
排
水
路
：
底
板
装
工
）

・
第
二
工
区
工
事

　
　
（
実
取
川
排
水
路
：
ゲ
ー
ト
更
新
）

⑹
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業

・
吉
島
一
号
用
水
路
他
工
事

　
　
（
目
地
補
修
及
び
ゲ
ー
ト
更
新
）

⑺
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

　
　
（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成
型
）

　
　
（
計
画
設
計
事
業
）

・
浅
川
地
区
農
地
中
間
管
理
機
構　

関
連
農
地
整
備
事
業
計
画
設
計　

策
定
業
務

　
　
（
計
画
設
計
策
定
一
式
）

⑻
区
単
独
事
業

・
亀
岡
西
地
区
支
障
木
伐
採
業
務

　
　
（
支
障
木
伐
採
一
式
）

・
営
農
管
理
用
水
調
査
業
務

　
　
（
定
期
流
量
観
測
業
務
一
式
）

三
　
事
業
に
よ
る
受
益
の
状
況

⑴
事
業
に
よ
る
地
区
内
の
土
地
の

受
益
状
況

　

事
業
地
区
内
農
家
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
を
始
め
各
種
土
地
改
良
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
区
画
の
拡

大
、
用
排
水
路
の
整
備
、
農
道

の
整
備
、
大
型
機
械
の
導
入
が

進
ん
だ
た
め
生
産
性
の
向
上
・

省
力
化
が
図
ら
れ
、
経
営
の
合

理
化
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
改
良
を
要
す
る
点
と
し
て
、

未
整
理
地
区
の
解
消
、
素
掘
り

水
路
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。

四
　
県
営
事
業
の
進
捗
状
況

⑴
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
整
備
型
）

・
黒
井
堰
地
区　

一
〇
〇
・
〇
％

⑵
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業

・
亀
岡
西
一
期
地
区

一
〇
〇
・
〇
％

・
亀
岡
西
二
期
地
区二

〇
・
四
％

⑶
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

　

・
屋
代
郷
一
地
区　

五
一
・
九
％

　

・
米
沢
一
地
区　

六
九
・
八
％

　

・
両
堰
地
区　

一
〇
〇
・
〇
％

　

・
川
西
東
部
地
区　

三
二
・
五
％

　

・
淞
郷
堰
地
区　

二
〇
・
六
％

⑷
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
蛭
沢
地
区　

一
〇
〇
・
〇
％

・
四
ツ
釜
地
区　

九
四
・
三
％

・
間
坂
地
区　
　

八
五
・
七
％

⑸
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）

・
大
谷
地
地
区　

四
五
・
四
％

五
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区

創
造
運
動
の
実
施

　
農
業
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が

著
し
く
変
貌
す
る
中
で
、
土
地
改

良
区
が
果
た
す
役
割
と
機
能
を
改

め
て
見
直
し
、
農
業
用
施
設
の
重

要
性
と
多
面
的
機
能
の
啓
蒙
並
び

に
水
土
里
ネ
ッ
ト
の
趣
旨
普
及
を

図
る
た
め
、
創
造
運
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。

⑴
広
報「
米
沢
平
野
」の
発
行

・
令
和
三
年
四
月
、
令
和
三
年
十
一
月

⑵
水
窪
ダ
ム
環
境
美
化
活
動
の
実
施

・
令
和
三
年
九
月
十
四
日
㈫

　
参
加
者
六
十
二
名（
六
団
体
）

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の

発
信
等

・
土
地
改
良
区
及
び
施
設
の
紹
介

・
水
窪
ダ
ム
用
水
状
況
の
報
告

・
各
種
行
事
の
お
し
ら
せ
、
報
告

・
広
報
等
の
掲
載

六
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
六
十
二
活
動
組
織
に
つ
い
て
協

定
参
加
又
は
協
定（
確
認
書
）締
結

を
行
い
、
環
境
保
全
及
び
農
業
用

施
設
の
整
備
に
努
め
る
活
動
の
実

施
に
関
し
、
助
言
又
は
技
術
的
な

指
導
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設

の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活
動
に
よ

り
造
成
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産
に

関
し
、
施
工
計
画
並
び
に
実
績
報

告
を
以
て
財
産
譲
与
契
約
を
締
結

し
て
い
る
。

第
三
　
事
務
の
経
過

○
会
議

　
総
代
会
　
臨
時
　
　
　
　
一
回

　
　
　
　
　
通
常
　
　
　
　
一
回

　
理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
六
回

　
監
事
会
　
　
　
　
　
　
　
六
回

　
　
　
　
　
　（
定
期
監
査
二
回
）

○
各
委
員
会

　
総
務
委
員
会
　
　
　
　
　
二
回

　
水
利
整
備
委
員
会
　
　
　
四
回

　
維
持
管
理
委
員
会
　
　
　
二
回

　
未
収
対
策
委
員
会
　
　
　
二
回

○
そ
の
他

　
指
導
監
査
　
　
　
　
　
　
二
回

第
十
六
条
第
一
項（
役
員
の
定
数
）

・
員
外
理
事
制
度
導
入
に
よ
り

理
事
数
の
変
更（
十
五
人
→
十

七
人
）

第
十
六
条
第
二
項（
新
設
）

・
員
外
理
事
制
度
導
入
に
よ
り
項

の
追
加

米
沢
平
野
土
地
改
良
区
役
員
選
挙

規
程（
定
款
附
属
書
）

第
一
条
第
二
項（
役
員
の
被
選
挙

権
）、
第
二
条
第
一
項
及
び
同
条

第
二
項
並
び
に
同
条
第
三
項（
役

員
の
選
挙
）、
第
四
条
第
二
項（
選

挙
の
通
知
及
び
公
告
）、
第
十
二

条
第
三
項（
投
票
）、
第
十
五
条
第

三
項（
候
補
者
の
立
候
補
等
の
届

出
）、
第
十
九
条
第
一
項（
無
投
票

の
当
選
）、
第
二
十
二
条（
繰
上
補

充
）、
第
二
十
三
条
第
一
項（
当
選

の
確
定
お
よ
び
役
員
の
就
任
）、

第
二
十
六
条
第
一
項（
補
欠
役
員

の
繰
上
補
充
）

・
字
句
の
訂
正
及
び
員
外
理
事
制

度
導
入
に
よ
る
変
更

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

　
土
地
改
良
法
施
行
規
則
第
二
十

一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、「
土
地
改
良
区
会
計
処

理
に
関
す
る
業
務
契
約
」を
締
結

の
う
え
税
理
士
事
務
所
に
よ
る
会

計
指
導
を
受
け
た
。

質問する質問する
佐藤浩総代佐藤浩総代
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繰越金
145,750,607円

13.65%

積立金取崩金
71,235,767円
6.67%

受託料
73,116,100円

6.85%

積立預金 18,477,540円 1.97%

借入金返済 32,074,292円 3.43%

負担金等
50,702,519円
5.41%

積立金繰出金
96,272,536円
10.29%

運営事務費
261,526,176円

27.90%

災害復旧費
613,600円 0.07%

事業推進費 104,860円 0.0183%
諸費 16,262円 0.0017%

徴収費 4,500,375円 0.48%

企画調査費 2,085,937円 0.22%

事務所費 17,355,616円 1.85%

維持管理
適正化事業費等
92,179,000円

9.84%

受託業務費
4,620,000円
0.49%

事業費
39,109,424円 4.18%

維持管理費
87,043,101円

9.29%

国営造成施設管理費
78,862,172円

8.42%

県営基幹水利施設
管理事業費

81,739,738円
8.73%

共同施設管理費
4,159,660円
0.45%

基幹施設等管理費
61,943,600円

6.61%

転用決済金等 9,552,836円 0.89%
協力費 1,018,628円 0.10%

特別賦課金
18,048,865円
1.69%

事業特別賦課金
19,105,146円
1.79％

負担金 50,841,319円 4.76%

補助金等
72,432,000円
6.78%

特定資産運用金
321,002円 0.03%
基本財産運用金
171,708円 0.02%

他目的使用料 4,743,722円 0.44%

経常賦課金
369,017,706円

34.56%

地区維持管理賦課金
64,738,526円

6.06%

雑収入
4,629,717円
0.43%

交付金
74,610,000円

6.99%

維持管理組合積立金
5,800,000円
0.54%

小水力発電事業
会計繰入金

82,646,093円
7.74%

固定資産売却金 231,000円 0.02%

固定資産取得費 3,288,147円 0.35%

支　出 収　入

賦課金
 470,910,243円

土地改良事
業
費
 450,270,295円　

 土地改良事業費
 532,323,026円285,589,226円

一
般
管

理費

一般会計
収入合計 1,068,010,742円
支出合計 936,674,555円
差引残額 131,336,187円（次年度へ繰越）

一般会計決算内訳書
（単位：円）

番号 会　計　区　分 収　　入 支　　出 差引残額
1 一 般 （ 旧 一 般 会 計 ） 864,225,362 782,016,031 82,209,331
2 水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 83,694,118 71,535,276 12,158,842
3 県営基幹水利施設管理事業（米沢平野１） 62,430,309 60,904,005 1,526,304
4 県営基幹水利施設管理事業（米沢平野２） 9,086,682 8,632,613 454,069
5 県営基幹水利施設管理事業（米沢平野３） 26,198,291 25,380,646 817,645
6 国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型） 79,944,758 78,892,172 1,052,586
7 県 営 ほ 場 整 備 事 業 塩 井 地 区 6,318,763 2,965,744 3,353,019
8 農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 10,149,700 10,149,700 0
9 県 営 ほ 場 整 備 事 業 亀 岡 西 地 区 13,905,138 7,863,953 6,041,185
10 県 営 ほ 場 整 備 事 業 浅 川 地 区 7,333,349 5,905,742 1,427,607
11 県 営 ほ 場 整 備 事 業 莅 高 山 地 区 14,198,253 436,116 13,762,137
12 県 営 ほ 場 整 備 事 業 千 代 田 地 区 8,589,850 56,388 8,533,462

計（12区分） 1,186,074,573 1,054,738,386 131,336,187
（1,068,010,742） （936,674,555）（131,336,187）

（区分間繰入出除く）

令和３年度　決　　算令和３年度　決　　算
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項目・地区 １期賦課額 収納額 収納率 未収額
経 常 賦 課 金 373,225,059 369,017,706 98.8 4,207,353
維持管理賦課金 65,549,784 64,738,526 98.7 811,258
万 世 地 区 1,437,596 1,436,089 99.8 1,507
梓 川 地 区 2,224,890 2,198,750 98.8 26,140
羽 黒 川 地 区 1,466,999 1,449,252 98.7 17,747
片子大堰地区 360,023 355,923 98.8 4,100
山 上 地 区 1,036,455 1,025,963 98.9 10,492
米沢南部地区 2,516,575 2,494,267 99.1 22,308
塩 井 地 区 3,164,175 3,163,947 99.9 228
窪 田 地 区 2,836,682 2,836,682 100.0 0
四ヶ村堰地区 7,325,240 7,325,240 100.0 0
黒 井 堰 地 区 2,100,827 2,097,829 99.8 2,998
糠 野 目 地 区 1,896,023 1,862,183 98.2 33,840
屋 代 郷 地 区 12,767,233 12,220,071 95.7 547,162
淞 郷 堰 地 区 8,447,535 8,419,846 99.6 27,689
両 堰 地 区 9,383,882 9,317,610 99.2 66,272
川西東部地区 8,585,649 8,534,874 99.4 50,775
１ 期 合 計 438,774,843 433,756,232 98.8 5,018,611

令和３年度　賦課金収納実績
（単位：金額：円、収納率：％）

項目・地区 ２期賦課額 収納額 収納率 未収額
事業特別賦課金 20,152,708 19,105,146 94.8 1,047,562
屋 代 郷 地 区 19,968,806 18,921,244 94.7 1,047,562
桐 原 地 区 183,902 183,902 100.0 0
特 別 賦 課 金 18,069,189 18,048,865 99.8 20,324
亀 岡 西 地 区 3,819,943 3,819,943 100.0 0
浅 川 地 区 2,212,281 2,212,281 100.0 0
莅 高 山 地 区 7,126,195 7,126,195 100.0 0
千 代 田 地 区 4,910,770 4,890,446 99.5 20,324
２ 期 合 計 38,221,897 37,154,011 97.2 1,067,886
総 計 476,996,740 470,910,243 98.7 6,086,497

繰越金 2,408,291円 1.45%

竹森発電費
19,048,040円
11.50%

水窪ダム発電水利使用料
1,141,390円 0.70%

水窪ダム発電修繕費 193,628円 0.12%

水窪ダム
発電諸費

17,105,807円
10.50%

租税公課費
8,724,538円

5.36%

竹森発電修繕費 115,679円 0.07%
竹森発電水利使用料 154,120円 0.10%

竹森発電購入電気料金 1,302,100円 0.80%
竹森発電諸費 69,815円 0.04%

竹森発電維持管理費 1,210,668円 0.74%

竹森発電人件費 1,176,213円 0.72%

水窪ダム発電維持管理費
3,331,296円

2.05%

水窪ダム発電人件費 2,138,040円 1.31%

一般会計繰出金
82,646,093円
50.75%

水窪ダム発電
購入電気料金
18,714,076円
11.49%

積立資産繰出金
24,840,000円
15.25%

水窪ダム発電費
141,358,053円

85.32%

雑収入 120,900円 0.07%負担金等
2,749,438円 1.66%

支　出 収　入
発

電
事業費 160,40

6,0

93
円

発電
事
業
費

55,377,370円

特別会計　小水力発電事業
収入合計 165,684,722円
支出合計 162,863,463円
差引残額 2,821,259円（次年度へ繰越）

令和令和３３年度　年度　決決　　算　　算
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（単位：円）
資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産 265,328,157 流動負債 125,084,214
　現金及び預金 176,829,174 　未払金 119,088,846
　　小口現金 200,000 　預り金 987,668
　　普通預金 176,629,174 　預り保証金 3,194,000
　　定期預金 0 　未払消費税 1,813,700
　短期未収賦課金等 6,086,497 固定負債 655,660,055
　短期未収金 82,412,486 　公庫資金等長期借入金 19,234,081
固定資産 1,966,899,766 　適正化事業拠出金未払金 7,302,000
　有形固定資産 224,048,205 　総代役員退任慰労引当金 8,774,400
　無形固定資産 436,445,322 　職員退職給与引当金 189,241,300
　その他固定資産 1,306,406,239 　維持管理組合引当金 277,210,884
　　基本財産 510,019,600 　地区除外等決済金引当金 90,654,190
　　特定資産 786,234,392 　修繕引当金 63,243,200
　　その他資産 10,152,247 負　債　合　計 780,744,269

正 味 財 産 合 計 1,451,483,654
資　産　合　計 2,232,227,923 負債及び正味財産合計 2,232,227,923

（単位：円）
科　　　目 一般会計 小水力会計 内部取引消去 合計

Ⅰ　資産の部
１ 流動資産 243,407,382 64,566,868 △ 42,646,093 265,328,157

　現金及び預金 125,464,050 51,365,124 0 176,829,174
　短期未収賦課金等 6,086,497 0 0 6,086,497
　短期未収金 111,856,835 13,201,744 △ 42,646,093 82,412,486

２ 固定資産 1,770,287,151 196,612,615 0 1,966,899,766
⑴　有形固定資産 223,989,736 58,469 0 224,048,205

所有土地改良施設 215,931,655 0 0 215,931,655
車両運搬具 2,774,453 0 0 2,774,453
工具器具等 5,283,628 58,469 0 5,342,097

⑵　無形固定資産 421,704,376 14,740,946 0 436,445,322
受託土地改良施設使用収益権 421,297,376 14,740,946 0 436,038,322
ソフトウェア 407,000 0 0 407,000

⑶　その他固定資産 1,124,593,039 181,813,200 0 1,306,406,239
基本財産 510,019,600 0 0 510,019,600
特定資産 604,421,192 181,813,200 0 786,234,392
その他資産 10,152,247 0 0 10,152,247

資　産　合　計 2,013,694,533 261,179,483 △ 42,646,093 2,232,227,923
Ⅱ　負債の部

１ 流動負債 105,984,698 61,745,609 △ 42,646,093 125,084,214
　未払金 100,356,768 61,378,171 △ 42,646,093 119,088,846
　預り金 987,668 0 0 987,668
　預り保証金 3,194,000 0 0 3,194,000
　未払消費税 1,446,262 367,438 0 1,813,700

２ 固定負債 592,416,855 63,243,200 0 655,660,055
　公庫資金等長期借入金 19,234,081 0 0 19,234,081
　適正化事業拠出金未払金 7,302,000 0 0 7,302,000
　総代役員退任慰労引当金 8,774,400 0 0 8,774,400
　職員退職給与引当金 189,241,300 0 0 189,241,300
　維持管理組合引当金 277,210,884 0 0 277,210,884
　地区除外等決済金引当金 90,654,190 0 0 90,654,190
　修繕引当金 0 63,243,200 0 63,243,200

負　債　合　計 698,401,553 124,988,809 △ 42,646,093 780,744,269
Ⅲ　正味財産の部

１ 指定正味財産 0 0 0 0
２ 一般正味財産 1,315,292,980 136,190,674 0 1,451,483,654

正味財産合計 1,315,292,980 136,190,674 0 1,451,483,654
負債及び正味財産合計 2,013,694,533 261,179,483 △ 42,646,093 2,232,227,923

財　産　目　録（令和４年３月31日現在）

貸借対照表総括表（令和４年３月31日現在）
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令和４年度　各種事業発注状況
事業名 工事名 工事場所 工事量

工　　　期
着　工 完　成

農業基盤整備促進事業（国事
業名：農地耕作条件改善事業） 令和４年度

米沢平野10地区農地耕作条件改善事業
第１工区工事

米沢市大字長手地内 前小屋用水路（支線）
　用水路工　L=301.7m R4.9.2 R4.12.5

令和４年度
米沢平野10地区農地耕作条件改善事業
第２工区工事

高畠町大字小其塚地内
窪田排水路（幹線）
　排水路底板装工
　L=158.0m

R4.9.2 R4.12.5

区単独事業
令和４年度
窪田維持管理組合事務所改修工事 米沢市窪田町窪田地内 トイレ改修工事　１式

事務室改修工事　１式 R4.7.1 R4.9.16

事業名 業務名 業務場所 業務量
工　　　期

着　手 完　了
県営基幹水利施設管理事業 令和４年度

県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム管理施設点検整備業務

米沢市大字三沢地内　他 通信設備保守点検　１式 R4.4.1 R4.8.1

令和４年度
県営基幹水利施設管理事業
共同管理施設水窪ダムゲート他設備点検業務

米沢市大字三沢地内　他 ゲート他点検整備　１式 R4.4.1 R4.9.30

令和４年度
県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム管理事務所内管理業務

米沢市大字三沢地内 管理業務　　１式 R4.4.1 R5.3.31

令和４年度
県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム堆砂測量横断基標増設及び測量業務

米沢市大字三沢地内　他 横断基標増設　１式
堆砂測量　１式 R4.5.23 R5.1.31

令和４年度
県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム等除草業務

米沢市大字三沢地内　他 草刈面積　Ａ＝22,930㎡ R4.6.16 R4.9.20

水利施設管理強化事業 令和４年度
水利施設管理強化事業
通信設備保守点検業務

米沢市、高畠町地内 通信設備保守点検　１式 R4.4.1 R4.8.1

令和４年度
水利施設管理強化事業
施設ゲート設備等点検業務

米沢市、高畠町地内 ゲート他点検整備　１式 R4.4.1 R4.10.31

令和４年度
水利施設管理強化事業
基幹施設用水路除草業務

米沢市大字舘山地内　他 草刈面積　Ａ＝71,163㎡ R4.6.16 R4.9.20

農村地域防災減災事業（用
排水施設等整備事業）調査
計画事業

令和４年度
柏木目地区農村地域防災減災事業

（用排水施設等整備事業）実施計画策定業務
高畠町大字柏木目地内　他 実施設計策定業務　１式 R4.5.23 R5.3.1

低コスト・高付加価値化
基盤整備事業 令和４年度

亀岡西２期地区低コスト・高付加価値化
基盤整備事業換地業務

高畠町大字露藤地内　他 換地業務　１式 R4.8.3 R5.3.1

令和４年度
浅川地区低コスト・高付加価値化基盤整備
事業換地業務

米沢市大字浅川地内 換地業務　１式 R4.8.3 R5.3.1

区単独調査業務
令和４年度
亀岡西地区支障木伐採業務 高畠町大字露藤地内　他 支障木伐採　１式 R4.4.1 R4.7.4

令和４年度
営農管理用水調査業務

米沢市、南陽市、
高畠町、川西町地内 定期流量観測業務　１式 R4.4.1 R4.10.31

Ｒ４.10.24現在
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秀
私
と
息
子
が
主
と
な
っ
て
、
主
食
米
と
飼
料
米

を
合
わ
せ
て
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
米
沢
牛
四
十

五
頭
の
肥
育
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父
と
母
が
畑

三
十
ア
ー
ル
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
露
地
栽
培
し
て
い

ま
す
。

秀
親
と
し
て
の
や
り
方
や
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、

一
緒
に
働
い
て
い
く
う
ち
に
考
え
方
も
や
り
方

も
段
々
と
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
仕
事
は
分

担
せ
ず
、
息
子
が
早
く
自
立
で
き
る
よ
う
に
全
て
の

仕
事
を
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
す
。
息
子
の
意
見
も
聞

い
て
二
人
で
勉
強
し
な
が
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
七
十
代
の
父
親
と
二
人
で
や
っ
て
い
た
時
に

比
べ
当
然
即
戦
力
と
し
て
大
き
く
、
若
い
だ
け
に
覚

え
も
早
い
し
新
し
い
事
を
考
え
る
し
、
新
し
い
も
の

を
使
え
る
。情
報
発
信
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、ユ
ー

晴
今
年
収
穫
す
る
お
米「
は
え
ぬ
き
」の
輸
出
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
国
の
輸
出
を
統
括
す
る
機
関

「
ジ
ェ
ト
ロ（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）」か
ら
初
め
て
輸

秀
問
題
が
あ
り
過
ぎ
る
。
う
ち
は
後
継
者
が
い
ま

す
が
、
時
代
の
流
れ
も
あ
り
後
継
者
不
足
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
経
営
が
上
向
き
に
な
っ
て
、
後
継

者
に
明
る
い
未
来
を
見
さ
せ
て
あ
げ
た
い
が
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
…
。
米
も
牛
も
下
向
き
、
コ
ロ
ナ
、

円
安
、
肥
料
や
資
材
の
高
騰
、
八
月
の
水
害
等
。
明

る
い
話
題
を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
自

分
で
何
か
や
る
こ
と
で
明
る
い
未
来
を
見
つ
け
る
息

子
か
ら
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
米
の
品
種
は
主
食
用
が「
は
え
ぬ
き
」、「
つ
や
姫
」、

「
雪
若
丸
」、
飼
料
米
は
専
用
品
種
の「
ふ
く
ひ
び
き
」

を
作
っ
て
い
ま
す
。
飼
料
米
の
半
分
は
業
者
に
出
し

て
、
残
り
の
半
分
は
家
の
牛
の
餌
と
し
て
玄
米
に
し

ま
す
。
毎
日
給
食
用
の
釜
の
よ
う
な
も
の
で
玄
米
を

五
十
キ
ロ
程
炊
い
て
牛
の
飼
料
と
独
自
配
合
で
ミ
ッ

ク
ス
し
て
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
牛
も
生
き
物
な
の
で

玄
米
に
熱
を
加
え
て
柔
ら
か
く
し
て
与
え
て
い
ま
す

が
、
手
間
が
か
か
る
こ
と
な
の
で
他
の
農
家
さ
ん
は

し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寒
河
江
秀
明
さ
ん
と
晴
希
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
秀
明
さ
ん
は
農
業
高
校
か
ら
農
業
短
大
に
進
学

し
、
農
業
に
つ
い
て
勉
強
さ
れ
た
後
、
会
社
勤
務

を
経
て
二
十
六
歳
の
時
に
自
家
就
農
し
、
今
年
で

二
十
三
年
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
晴
希
さ
ん
は
高
校
進
学
時
に
両
親
に
最
終
的
に

家
に
帰
っ
て
き
て
農
家
を
継
ぐ
こ
と
を
話
し
た
う

え
で
、
米
沢
興
譲
館
高
校
に
進
学
し
、
そ
の
後
明

治
大
学
農
学
部
食
料
環
境
政
策
学
科
で
農
業
の
経

営
や
経
済
に
つ
い
て
勉
強
さ
れ
、
今
春
卒
業
後
は

川
西
町
に
戻
り
自
家
就
農
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
情
報
発
信
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
私
ら
は
で
き
な
い
。

そ
う
い
う
や
り
方
も
あ
る
ん
だ
な
と
感
心
し
て
い
ま

す
。晴

私
は
大
学
で
論
文
を
書
く
時
に
情
報
収
集
の
た

め
に「
川
西
町
、
米
沢
牛
」と
か「
山
形
、
お
米
」

な
ど
で
検
索
し
て
調
べ
て
も
あ
ま
り
情
報
が
載
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
必
要
な
時
に
情
報
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。

　
故
郷
に
帰
っ
て
農
業
を
や
る
う
え
で
、
自
分
た
ち

が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
発
信
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
た
の
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な

ど
で
米
沢
牛
や
農
家
の
魅
力
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
楽

し
い
と
い
う
こ
と
を
発
信
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

晴
農
業
は
新
規
参
入
の
壁
が
大
き
い
で
す
。
自
家

は
農
家
な
の
で
設
備
も
あ
り
、
私
は
後
継
者
な

の
で
仕
事
を
教
わ
る
こ
と
も
で
き
て
入
り
易
い
で
す

が
、
受
け
身
の
状
態
で
一
か
ら
農
業
を
や
り
た
い
と

な
る
と
結
構
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
か
ら
積
極

的
に
情
報
収
集
し
た
り
、
就
農
し
た
い
分
野
の
農
家

に
話
を
聞
き
に
行
っ
た
り
、
公
所
の
研
修
等
を
活
か

し
て
自
分
の
知
識
を
深
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
の
常
識
に
囚
わ
れ
な
い
よ
う
な
農
業
の
参
入

の
仕
方
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
別
の
業
種
か
ら
も
参

入
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
生
産
者
以
外
で
も
生
産

先
、
販
売
、
流
通
先
に
参
入
す
る
こ
と
も
農
業
に
参

画
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
い
ろ
ん
な
選
択
肢
が
持
て

る
と
思
い
ま
す
。

出
す
る
人
達
向
け
の
支
援
を
受
け
、
輸
出
先
と
繋
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ジ
ェ
ト
ロ
」と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
説
明
会
や
打
合
せ
を
し
て
、
今
回
の
量
は
少
な
い

で
す
が「
マ
カ
オ
」、「
香
港
」、「
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
」の
三
カ
国
に
ト
ラ
イ
ア

ル
輸
出
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
地
元
と
農
業
が
好
き
で
帰
っ

て
き
た
の
で
、
帰
っ
て
き
た
か
ら
に

は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や
思
い
描

く
こ
と
に
向
け
て
、
父
に
学
び
な
が

ら
一
歩
ず
つ
農
業
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山形県川西町で江戸時代から続く農家の
一人息子。
350年続く歴史と伝統を紡ぎます。

山形県川西町で農業中心に活動中。
普段の活動をSNS発信中📸

『米沢牛』と『ブランド米』育ててます！

YouTube
Haruki Sagae/350年続く農家の一人息子

Instagram：harusg.official
Twitter：@harusg_official
Facebook：harusg_agri
Tiktok：harusg.official

写真　右側　父の寒河江秀明さん
　　　左側　息子の晴希さん　　

栄養価のある玄米を与え
ると肉質がだいぶ変わり
美味しくなるそうです

農 家
の

声
№24

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
二
十
四
回
目
は
、
寒
河
江
秀
明
さ
ん
と
晴

希
さ
ん
親
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
寒
河
江
家
は
三
百
五
十
年
続
く
農
家
で
、
現
在
は
主
に
稲
作
と
畜
産

（
米
沢
牛
の
肥
育
）を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
春
か
ら
加
わ
っ
た
晴
希
さ

ん
の
持
つ
知
識
と
行
動
力
は
自
分
に
は
出
来
な
い
と
秀
明
さ
ん
は
話
さ

れ
ま
す
。
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
農
業
に
取
り
組
む
お
二

人
に
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
の
経
営
規
模
及
び
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

晴
希
さ
ん
に
対
す
る
期
待
に
つ
い
て

晴
希
さ
ん
の
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

農
業
の
問
題
点
に
つ
い
て

晴
希
さ
ん
か
ら
農
業
へ
の
取
り
組
み
や
新
規
就
農

さ
れ
る
人
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
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　令和４年６月３日㈮役員実務研修を行いました。
　今年度は、日頃より大変お世話になっている山形県置賜総合支庁産業経済部の嵐田農村計画課長を講師
にお迎えし、「土地改良事業の実施について」をテーマにご講演いただきました。
　現地研修では、①四ツ釜地区～②亀岡西２期地区～③柏木目地区～④蛭沢地区～⑤浅川地区（車中から見
学）の５ヶ所を巡り参加者全員事務局の説明に熱心に耳を傾けておられました。

　令和４年８月５日㈮グランドホクヨウにおいて、第14回役職員合同研修会を行いました。
　当研修会は役職員の資質向上を目的としています。今年においてもコロナウイルス感染症が蔓延してお
り、県内でも感染拡大傾向のある中で充分注意しながらの開催となりました。
　今年は江口副理事長から「塩井地区ほ場整備事業について」と題し、塩井維持管理組合長を務められてい
た当時に地元塩井地区において事業に取り組むきっかけとなったことや事業を進める際にあった出来事等
を発表していただきました。大変ご苦労が絶えなかったようでしたが、完成してからの組合員の方々の喜
びと効果は大変大きなものとなったようです。
　続いて、水利整備課維持管理係の竹田技師からは「土地改良施設維持管理適正化事業について」、次に水
利整備課事業係の髙橋技師からは「農地耕作条件改善事業から農業水路等長寿命化・防災減災事業へ」と題
した発表がありました。毎日の業務で携わっている仕事内容が分かり易く纏められた内容になっており、
また失敗談も交えてあったので大変勉強になりました。
　最後に「職場のパワハラ対策シリーズ　第３巻　パワハラと指導の違いを学ぶ」についてのＤＶＤを上映
いたしました。

役員実務研修

役職員合同研修会

江口益美副理事長江口益美副理事長
水利整備課維持管理係水利整備課維持管理係

竹田弘樹技師竹田弘樹技師
水利整備課事業係水利整備課事業係

髙橋泰之技師髙橋泰之技師 研修風景研修風景

研修風景研修風景
（①四ツ釜地区　四ツ釜ため池）（①四ツ釜地区　四ツ釜ため池）

研修風景（④蛭沢地区　蛭沢ため池）研修風景（④蛭沢地区　蛭沢ため池）

研修風景（中央管理所）研修風景（中央管理所）
置賜総合支庁置賜総合支庁

嵐田農村計画課長嵐田農村計画課長

研修風景研修風景
（③柏木目地区　柏木目排水路）（③柏木目地区　柏木目排水路）研修風景（②亀岡西２期地区）研修風景（②亀岡西２期地区）
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令和４年10月14日㈮　水窪ダム災害訓練実施
　刈安川沿いの国道13号線でタンクローリー車の横転事故が発生し、積
載していた燃料（油）が流出、ダム湖への流入が懸念されるという想定
のもと行われました。
　当土地改良区と関係機関は、水窪ダムにおける災害等の緊急時におい
て、迅速かつ適切な対応ができるよう、毎年災害訓練を実施しています。
　今年はメディア取材が入り、ニュースに取り上げられました。

　令和４年10月31日㈪第41回山形県土地改良大会が山形　令和４年10月31日㈪第41回山形県土地改良大会が山形
テルサで開催され、山形県土地改良事業団体連合会会長よテルサで開催され、山形県土地改良事業団体連合会会長よ
り土地改良事業の重要性を深く認識し多年にわたりその促り土地改良事業の重要性を深く認識し多年にわたりその促
進に尽力された功績に対し、当土地改良区より中川誠一郎進に尽力された功績に対し、当土地改良区より中川誠一郎
理事、仁科葉子業務主査、江口誠維持管理係長の３名が表理事、仁科葉子業務主査、江口誠維持管理係長の３名が表
彰状を授与されました。彰状を授与されました。
　また、吉村美栄子山形県知事より多年にわたり土地改良　また、吉村美栄子山形県知事より多年にわたり土地改良
事業の推進に努め農業の発展に貢献された功績に対し、当事業の推進に努め農業の発展に貢献された功績に対し、当
土地改良区の小林一人事務局長が感謝状を授与されました。土地改良区の小林一人事務局長が感謝状を授与されました。

　令和４年10月29日㈯21世紀土地改良区創造運動の
一環として、「米澤米まつり」に参加いたしました。
　水窪ダムパンフレット及びダムカード等の配布、ア
ンケートを実施し、今年も大変好評を得ている子供を
対象とした水ヨーヨー釣りを企画し水に親しんでもら
い、水の大切さや土地改良区の役割、活動について 
幅広い世代の地域の方々にPRすることができました。
　一般の方々にさらに広く知っていただけるよう、
PR活動を続けていきたいと思います。

　令和４年10月24日㈪水窪ダム収穫感謝祭の神事を
執り行いました。
　昨冬は例年より多い積雪量となり、２月下旬頃から
平年より高い気温が続いた影響で融雪が早まりダム湖
への流入も増え始め、計画的にダムの水位を調整しな
がら５月６日に満水を迎えています。その後、用水開
始後の降雨不足や６月の低温、８月の豪雨による水害
や日照不足など、稲作への影響が心配されましたが、
無事に稔りの秋を迎えることができ、また各維持管理
組合や組合員のおかげを持ちまして９月10日にかん

がい用水を終了し
ています。

現地本部会議現地本部会議

仁科　葉子仁科　葉子
業務主査業務主査

中川誠一郎中川誠一郎
理事理事

小林　一人小林　一人
事務局長事務局長

江口　誠江口　誠
維持管理係長維持管理係長

調査復旧班打合せ調査復旧班打合せ 東西分水工にオイルフェンス設置東西分水工にオイルフェンス設置 管理艇にオイルフェンス積込管理艇にオイルフェンス積込 ダム取水塔にオイルフェンス設置ダム取水塔にオイルフェンス設置

アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。水窪ダムにてご祈祷水窪ダムにてご祈祷

万が一に備えて 災害訓練

おめでとうございますおめでとうございます

表　彰表　彰

21世紀創造運動～PR活動～
収 穫 感 謝 祭 第34回「米澤米まつり」へ参加
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　この度の豪雨により、水路溝畔の崩落や流出被害が多発しています。除草剤散布によ
り雑草の根まで枯らしてしまうことで地盤がもろくなると、水路溝畔の崩落や流出の発
生するリスクが高まります。
　水路の溝畔や水田の畦畔管理に除草作業は欠かせませんが、刈払機等による草刈り作
業には多大な労力がかかります。除草作業の労力軽減には除草剤の散布が不可欠です。
　しかし、散布する除草剤の種類や濃度、回数によっては、自然のクランドカバーであ
る雑草の根まで枯らしてしまいます。水路の溝畔等への除草剤散布については、雑草の
根を残し、地盤をもろくしないよう、根まで枯らしづらい除草剤の使用、適正な回数等
により水路の管理をお願いいたします。

　令和４年８月３日午前８時頃から降り始めた雨は、昼過ぎから雨脚が強まり時間雨量10㎜を超える状況となりました。
午後７時には当土地改良区が管理する水管理システムの雨量観測所で時間雨量52㎜を観測、その後管内の関係市町である
米沢市、南陽市、高畠町、川西町には午後７時15分に大雨特別警報が発令されるなど４日未明まで大雨が続き、３日午前
８時からの24時間降水量は最大で281㎜を観測し記録的な大雨となり、まさに気象庁が呼び掛ける「今までに経験したこと
のない大雨」そのものとなりました。
　当土地改良区においては、大雨など気象等に関する情報の収集や提供により事前の用水停止や調整を実施しています。ま
た、佐貝理事長を本部長とする災害対策本部をいち早く設置し、管内各施設の点検及び状況を確認しています。この度の豪
雨では、管内全域で災害が発生しており、被災した施設の復旧については実態を踏まえつつ、各維持管理組合及び関係機関
との調整、迅速且つ的確な復旧の検討を行い、災害復旧事業等を最大限活用した復旧に取り組んで参ります。

水路溝畔の崩落状況

用水路の崩壊状況

排水路溝畔の洗掘状況
主な被災状況

頭首工ラバー損傷（空気漏れ）

揚水機の浸水状況（－－    －－  線まで浸水）

令和４年８月３日～４日発生豪雨災害令和４年８月３日～４日発生豪雨災害

水路管理の水路管理の除草作業について除草作業について

農業水利施設の豪雨被害状況農業水利施設の豪雨被害状況
関係市町 件数

●● 米沢市管内施設被害箇所 69
●● 南陽市管内施設被害箇所 16
●● 高畠町管内施設被害箇所 30
●● 川西町管内施設被害箇所 16

合　　計 131

令和４年８月３日～４日発生豪雨災害　位置図

広報　米 沢 平 野 令和 ４ 年 11 月 30 日第 77 号
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決済金とは？
※農地転用や公共事業による買収で、地区除外される場合は『決済金』納付が必要となります。
『決済金』徴収の趣旨は、残存農地が将来過重負担にならないように土地改良法第42条及び地区除外処理規程
により、事業負担金及び長期負債借入金ならびに施設の維持管理費等の負担額を一時払いをもって決済してい
ただくものです。
　決済金が未納の場合は賦課金が引き続き賦課されますので、必ず届出及び納付してくださるようお願いしま
す。

滞納賦課金は新資格者が負担
　農地の移動（売買等）において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、新資格者に滞納
賦課金が承継され支払わなければならなくなりますのでご注意ください。

◆組合員の資格等に変更があったとき（組合員資格得喪通知書提出）
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿
及び土地台帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出してください。
◎農地の移動（売買、賃貸借、交換等）　　　　◎農業者年金受給等による経営移譲
◎死亡または生前一括贈与による名義変更　　◎住所の変更

☆滞納処分（財産差押）の実施
　賦課金の滞納は土地改良法に基づき、地方税の滞納処分の例に依り県知事の認可を受けて理
事が処分執行することになります。
　滞納者には電話連絡・戸別訪問を行いながら納入の督励をしておりますが、それでも難しい
場合は、財産の差押に踏み切っております。
　納付のご相談は土地改良区事務所にて随時対応しておりますので、ご相談ください。

届出がなければ賦課台帳は変更されませんのでご注意ください!!
こんな時は必ず届出をお願いします！

　土地改良区の賦課金は、各施設の維持管理費や各事業の償還金に充当する重要な運営費で
す。賦課金を滞納されますと、土地改良区の運営に支障を来し、また、組合員間に不公平が
生じてしまいますので、まだお済みでない方は、早期に納入願います。

◆土地改良施設等を使用したいとき（他目的使用申請書提出）
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流　　　　◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

◆自動口座振替（賦課金自動継続口座振替依頼書提出）
◎賦課金口座振替依頼、振替口座の変更
※届出用紙は改良区に設置しているほか、ホームページよりダウンロードできます。また、ご希

望により郵送いたしますので財務課賦課徴収係へご連絡願います。

◆農地を転用するとき（地区除外申請書、農地転用等の通知書及び意見書交付願提出）
◎公共買収による転用（道路、水路）　　　　　◎田から宅地等への転用
　※上記の場合、決済金の納入が必要です。

賦課金等の各支払いは「コンビニでの納付
が可能」となっておりますので、下記までお
問い合わせください。

財務課賦課徴収係　TEL 0238-23-0015伝 言 板
広報　米 沢 平 野 第 77 号
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　土地改良法第29条の２第４項並びに土地改良法施行規則第25条の４第１項第１号の規定により、決算関
係書類を公表しています。ご希望の方は、閲覧申請書に必要事項をご記入・押印いただきますと、閲覧する
ことが出来ます。

閲覧場所　　米沢平野土地改良区事務所
閲覧時間　　午前８時30分から午後５時00分（土日祝日を除く）

　 関係組合員の皆様には厳しい農業情勢が続く中、長年にわたりご理解とご協力を賜り心より感謝申しあ
げます。
　令和３年度をもちまして下記２地区の事業費償還が完済となりました。誠にありがとうございました。

○桐原地区県営農業競争力強化基盤整備事業
○山上地区県営農業競争力強化基盤整備事業

　組合員の皆様が所有または耕作している土地の所在地、地目、地積、賦課種目を確
認することができますので、必要な方は申請してください。
　申請については、米沢平野土地改良区事務所の窓口または当土地改良区のホーム
ページに申請書がありますので、印鑑、身分証明書を当土地改良区事務所にご持参の
うえ申請してください。なお、組合員本人以外の方が申請する場合、委任状が必要に
なります。

　米沢平野土地改良区のホームページ
からYouTube（ユーチューブ）の動画
を見ることができます。
　子供達が目を輝かせながら学ぶ姿を
是非ご覧ください。

　一日も早くコロナが終息して、このような見学
会ができるようになることを切に願っております。

山形県米沢市の水窪ダム映像制作紹介
（小学生向け社会科見学） YouTubeより

楽しい～!!

■決算関係書類の公表について

■償　還　完　了

■土地原簿の確認について

小学生を対象とした水窪ダム見学会の動画ができました！♪♪♪小学生を対象とした水窪ダム見学会の動画ができました！♪♪♪
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私
の
自
家
は
米
穀
集
荷
業
を
営
む

㈱
井
上
商
店
で
、
米
沢
商
業
高
等
学

校
を
卒
業
後
、
自
家
の
仕
事
に
就
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
貸
し
て
い
た
田

が
借
り
手
の
都
合
で
戻
っ
て
き
た
こ

と
で
、
三
十
歳
頃
か
ら
米
穀
集
荷
業
、

コ
ン
ビ
ニ
等
を
経
営
す
る
傍
ら
米
作

り
を
し
て
い
ま
す
。

　
十
年
前
に
㈱
井
上
商
店
に
米
を
出

し
て
い
る
農
家
さ
ん
が
急
に
亡
く
な

り
、
引
き
継
ぐ
人
が
い
な
い
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
耕
作
す
る
た
め
、

自
治
会
の
私
と
年
の
近
い
人
に
声
を

か
け
て
、
三
名
で
株
式
会
社
を
設
立

す
る
に
至
り
、
農
業
生
産
法
人
を
は

じ
め
ま
し
た
。

　
最
初
は
私
個
人
の
分
二
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
も
作
業
委
託
し
て
約
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
は
私
個
人
の
分
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
他
に
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
受
託
し

て
合
計
で
二
十
六
へ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

お
お
か
た
主
食
米
で
す
が
、
水
の
便

　
米
は
ヒ
メ

　
米
は
ヒ
メ

ノ
モ
チ
、
つ

ノ
モ
チ
、
つ

や
姫
、
雪
若

や
姫
、
雪
若

丸
、
ひ
と
め

丸
、
ひ
と
め

ぼ
れ
、
サ
サ

ぼ
れ
、
サ
サ

ニ
シ
キ
、
コ

ニ
シ
キ
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
、

シ
ヒ
カ
リ
、

あ
き
た
こ
ま

あ
き
た
こ
ま

ち
、
ゆ
み
あ

ち
、
ゆ
み
あ

　
当
社
の
社
名
は
「
農
業
関
係
の
皆

さ
ん
が
共
に
栄
え
て
い
く
よ
う
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
意
味
を
込

め
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
ん

じ
ゃ
な
い
。
上
手
く
や
れ
ば
採
算

ベ
ー
ス
が
取
れ
ま
す
。
未
来
明
る
い

農
業
を
一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
年
間
雇
用
の
社
員
が
一
名

お
り
ま
す
。
農
家
出
身
で
農
業
の
こ

と
は
何
で
も
分
か
る
人
な
の
で
今
の

人
材
が
い
る
う
ち
に
若
い
人
を
雇
用

し
て
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
覚
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
機
械
も
良
く
な
っ
て
い
る

し
、
就
業
体
制
を
整
え
る
た
め
に
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
よ
う
な
形
に

し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

　
経
営
と
し
て
は
稲
作
だ
け
で
成
立

し
て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
の
農
作
業

は
し
て
い
な
い
た
め
、
や
む
を
得
ず

年
間
雇
用
の
社
員
に
は
雪
下
ろ
し
や

㈱
井
上
商
店
の
配
送
を
し
て
も
ら
っ

　
今
年
も
稔
り
の
秋
を
迎
え
置
賜
で
は
多
く
の
農
家
さ
ん
が
稲
刈
り
の
真
っ
最
中
。
山
形
県
の
銘
柄
米
は
全
国
的
に
認
知

度
が
高
く
、
と
て
も
美
味
し
い
と
評
判
も
上
々
で
す
。
新
米
の
炊
き
立
て
ご
飯
を
口
に
頬
張
る
と
そ
の
美
味
し
さ
に
自
然

と
顔
も
心
も
ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
今
回
は
農
作
業
の
受
託
を
し
て
今
年
で
十
期
目
に
な
る
川
西
町
大
字
堀
金
の
「
認
定
農
業
生
産
法
人　
共
栄
ネ
ッ
ト
株

式
会
社
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
代
表
の
井
上
文
典
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  

編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

今
年
度
は
六
月
、
八
月
の
二
回
の
豪
雨
に
よ

り
管
内
の
施
設
に
一
三
一
箇
所
の
被
害
が
あ
り
、

各
行
政
に
支
援
を
要
請
し
て
来
年
度
の
作
付
け

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
水
稲

の
作
況
指
数
が
九
七
の
や
や
不
良
と
な
り
、
稲

作
農
家
と
し
て
残
念
な
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
災
害
の
な
い
稔
り
多
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
、
次
号
に
向
け
て
の
情
報
等
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
の
で
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
　
情
野
市
孫
）

　
農
業
は
設
備
投
資
が
大
変
掛
か
り

ま
す
。
初
年
度
は
育
苗
ハ
ウ
ス
二
棟
、

中
古
コ
ン
バ
イ
ン
、
新
車
五
十
三
馬

力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
買
い
揃
え
て
、

六
条
の
田
植
え
機
を
借
り
、
乾
燥
は

外
注
を
し
て
当
初
の
費
用
は
極
力
押

さ
え
ま
し
た
。
二
年
目
で
よ
う
や
く

短
期
の
利
益
が
出
る
よ
う
に
な
り
、

四
期
目
終
わ
り
で
通
期
の
利
益
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に

は
三
期
終
わ
り
で
や
っ
と
新
し
い
田

植
え
機
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

五
期
終
わ
り
に
は
国
の
「
平
成
三
十

年
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の
助

成
を
受
け
て
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模

の
乾
燥
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

ず
さ（
業
務
用
）、山
形
二
十
二
号（
飼

ず
さ（
業
務
用
）、山
形
二
十
二
号（
飼

料
米
）
の
九
種
類
を
作
っ
て
い
ま
す
。

料
米
）
の
九
種
類
を
作
っ
て
い
ま
す
。

サ
サ
ニ
シ
キ
は
寿
司
屋
か
ら
需
要
が

サ
サ
ニ
シ
キ
は
寿
司
屋
か
ら
需
要
が

あ
る
た
め
共
栄
ネ
ッ
ト
で
作
り
㈱
井

あ
る
た
め
共
栄
ネ
ッ
ト
で
作
り
㈱
井

上
商
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

上
商
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
物
は
㈱
井
上
商
店
を
通
し
て

　
収
穫
物
は
㈱
井
上
商
店
を
通
し
て

全
集
連
（
全
国
主
食
集
荷
協
同
組
合

全
集
連
（
全
国
主
食
集
荷
協
同
組
合

連
合
会
）
に
出
荷
し
、
ま
た
井
上
商

連
合
会
）
に
出
荷
し
、
ま
た
井
上
商

店
を
仲
介
し
て
関
東
に
卸
し
、
井
上

店
を
仲
介
し
て
関
東
に
卸
し
、
井
上

商
店
で
精
米
し
て
売
る
こ
と
の
三
経

商
店
で
精
米
し
て
売
る
こ
と
の
三
経

路
で
販
売
し
ま
す
。
㈱
井
上
商
店
と

路
で
販
売
し
ま
す
。
㈱
井
上
商
店
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
関
係
で
す
。

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
関
係
で
す
。

稲
作
に
特
化
し
て
お
り
、
欲
し
い
と

稲
作
に
特
化
し
て
お
り
、
欲
し
い
と

言
わ
れ
た
品
種
は
作
付
し
て
い
ま
す
。

言
わ
れ
た
品
種
は
作
付
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
会
社
は
安
定
し
て
年
間

雇
用
で
き
る
人
を
増
や
し
て
育
て
る

こ
と
で
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
人
材
を
育
て
る
た

め
、
ま
た
規
模
を
拡
大
さ
せ
る
た
め

に
も
冬
期
の
農
作
業
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
は
私
と
社
員
一
名
で
作
業
が
手

一
杯
で
余
裕
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
息

子
が
育
っ
て
き
て

い
る
の
で
今
後
に

期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

が
悪
い
た
め
稲
が
作
り
づ
ら
い
場
所

で
は
豆
を
六
十
ア
ー
ル
（
六
反
）
作

り
、
転
作
に
つ
い
て
は
備
蓄
米
と
飼

料
米
を
作
っ
て
い
ま
す
。

認定農業生産法人
共栄ネット株式会社
代表　井上　文典さん

50ha規模の乾燥施設50ha規模の乾燥施設

編
集
後
記

■
共
栄
ネ
ッ
ト
㈱
設
立
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て

■
業
務
内
容
に
つ
い
て

■
お
米
の
品
種
は
何
で
す
か

■「
共
栄
ネ
ッ
ト
㈱
」さ
ん
の
Ｐ

Ｒ
を
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この印刷物は大豆油にかわり米ぬか油を
使用したライスインキで印刷しています。


